
（5歳児の作品）

大好きな絵本から
「11ぴきのねことあほうどり」

表紙
平成30年度 公益社団法人 全国私立保育園連盟 第29回政令指定都市会議
仲間たち
研修・一期一会
支部近況
雑感・編集後記

1
2 〜 3
4 〜 5
6
7
8

〈提供　若松支部）

2019195

発　行	（一社）北九州市保育所連盟
	 〒805-0019
	 北九州市八幡東区中央2丁目1-1
	 （レインボープラザ5F）
	 電話（093）661-2153番
発行人	 酒　井　光　義
編集人	 西　　　敏　昭

平成31年4月1日



平
成
30
年
度 

公
益
社
団
法
人 

全
国
私
立
保
育
園
連
盟

第
29
回
政
令
指
定
都
市
会
議

平
成
31
年
2
月
7
日（
木
）・
8
日（
金
）

の
両
日
、北
九
州
市（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
小
倉
）に
お
い
て
、政
令
指
定
都
市
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、札
幌
市
、さ
い
た
ま
市
、千
葉

市
、横
浜
市
、名
古
屋
市
、京
都
市
、大
阪

市
、神
戸
市
、岡
山
市
、広
島
市
、北
九
州

市
、福
岡
市
、熊
本
市
の
13
政
令
都
市（
静

岡
市
、浜
松
市
は
欠
席
）並
び
に
東
京
都
の

組
織
代
表
者
が
参
加
し
て
、情
報
交
換
お

よ
び
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
、（
公
社
）北
九
州
市
私
立
保
育

園
連
盟
総
務
委
員
長	

山
本
博
文
が
行
い

ま
し
た
。

【
第
1
日
目
】

最
初
に
、（
公
社
）全
国
私
立
保
育
園
連

盟	

小
林
公
正
会
長
か
ら
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
、続
い
て
開
催
地
で
あ
る（
公
社
）北
九

州
市
私
立
保
育
園
連
盟	

橘
原
淳
信
会
長

が
歓
迎
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、来
賓
を
代
表
し
て
北
九
州
市
長	

北
橋
健
治
氏
よ
り
北
九
州
市
の
現
状
説
明

を
交
え
た
ご
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
保

育
課	

香
取
徹
課
長
補
佐
よ
り「
行
政
説

明
」と
し
て
、

「
保
育
分
野
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

①	

子
ど
も
子
育
て
支
援
に
必
要
な
財
源

の
確
保

②		

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
の
概
要

③	

待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

の
現
状

④	

保
育
人
材
の
確
保
に
向
け
た
総
合
的

な
対
策

⑤	

幼
児
教
育
無
償
化
の
こ
れ
ま
で
の
主

な
経
緯

⑥		

保
育
所
保
育
指
針
の
改
定

⑦	

平
成
31
年
度
保
育
関
係
予
算
案
の
主

な
内
容

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、各
組
織
か
ら
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
」に
伴

う
食
材
料
費
の
徴
収
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、（
公
社
）全
国
私
立
保
育
園
連

盟	

塚
本
秀
一
常
務
理
事
よ
り「
情
勢
報

告
」と
し
て
、

「
平
成
30
年
度
開
催
の
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
の
討
議
経
過
や
要
旨
に
つ
い
て
」

①	

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
5

年
目
の
見
直
し
に
当
た
り
、特
例
措
置

の
更
な
る
期
間
の
延
長
を
訴
え
た
。

②	

公
定
価
格
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

『
積
み
上
げ
方
式
』か
ら『
包
括
方
式
』
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へ
の
移
行
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
改

革
の
方
向
性
は
全
く
理
解
出
来
な
い

と
主
張
し
た
。

③	

ま
た
、幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
伴

う
食
材
料
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、無
償
化
の
対
象
外
と
さ
れ
残
念
で

あ
り
、保
護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
な
配
慮
や
理
解
、納
得
し
て
頂
く

た
め
の
分
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ
の
作

成
を
す
る
こ
と
。併
せ
て
保
育
現
場
が

混
乱
し
な
い
よ
う
、十
分
な
対
策
を
お

願
い
し
た
。

と
い
う
内
容
で
し
た
。

無
償
化
に
つ
い
て
は
、準
備
期
間
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、様
々
な
課
題
に

対
し
て
最
善
の
策
を
講
じ
た
上
で
の
実
施

を
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、全
国
保
育
三
団
体
協
議
会
の
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

補
足
説
明
と
し
て
、（
公
社
）全
国
私
立

保
育
園
連
盟	

長
田
朋
久
副
会
長
よ
り
副

食
費
の
4
5
0
0
円
の
算
定
根
拠
に
つ
い

て
、無
償
化
が
始
ま
る
10
月
か
ら
の
公
定

価
格
の
取
り
扱
い
な
ど
の
詳
し
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。更
に
、今
年
度
の
公
定
価
格

の
人
事
院
勧
告
0
・
8
％
相
当
分
の
差
額

が
遡
及
し
て
支
給
さ
れ
、来
年
度
は
処
遇

改
善
が
1
・
0
％
分
上
乗
せ
さ
れ
る
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、（
公
社
）全
国
私
立
保
育
園
連
盟	

山
名
照
知
予
算
対
策
委
員
長
よ
り
、平
成

30
年
度
の
予
算
対
策
に
つ
い
て
全
私
保
連

予
算
対
策
関
連
会
議
は
8
回
開
催
、保
育

関
係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、保
育

三
団
体
協
議
会
を
16
回
開
催
し
た
。ま
た
、

平
成
31
年
度
保
育
関
係
予
算
や
保
育
制
度

の
改
善
に
向
け
た
要
望
事
項
・
最
重
点
要

望
項
目
に
つ
い
て
の
予
対
活
動
で
あ
る
、

第
1
回
予
算
対
策
委
員
会
を
国
会
開
会
中

で
あ
る
6
月
に
早
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

陳
情
活
動
に
あ
る
程
度
の
効
果
が
望
め
た

の
で
は
な
い
か
、ま
た
、次
年
度
の
活
動
の

取
り
組
み
は
、各
組
織
か
ら
の
意
見
を
大

切
に
し
な
が
ら
要
望
書
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
。

次
い
で
、国
会
請
願
署
名
に
関
し
て
の

各
組
織
の
協
力
状
況
と
、1
月
15
日
現
在

の
署
名
と
カ
ン
パ
金
集
約
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、政
令
指
定
都
市
会
議
ア
ピ
ー

ル
文（
案
）に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、

明
日
協
議
す
る
予
定
と
し
、第
1
日
の
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、会
議
参
加
者
と
共

に
、北
九
州
市	

北
橋
健
治
市
長
、江
副
春

之
子
ど
も
家
庭
局
長
、児
森
圭
介
保
育
課

長
を
交
え
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
…
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、北
九
州
市
ら
し
さ
の
思
い
を
料

理
や
九
州
の
お
酒
に
込
め
て
お
迎
え
し
ま

し
た
。和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
、参
加
者
の
方
々

か
ら
は「
素
晴
ら
し
い
懇
親
会
で
し
た
。」

と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
て
有
意
義
な

夕
べ
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
2
日
目
】

各
政
令
指
定
都
市
の
先
進
的
な
取
り
組

み
や
行
政
と
の
協
議
状
況
な
ど
の
情
報
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
処
遇
改
善
Ⅱ
の
加
算
に
ま
だ
取
り
組

め
て
い
な
い
。」「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

に
向
け
て
市
は
試
算
し
た
上
で
ど
の
よ
う

に
そ
の
額
を
持
ち
出
せ
る
か
苦
慮
し
て
い

る
。」「
保
育
士
不
足
・
採
用
が
難
し
い
。」な

ど
の
各
都
市
の
切
実
な
悩
み
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

急
速
な
待
機
児
童
対
策
で
保
育
の
質
の

バ
ラ
ツ
キ
や
保
育
の
水
準
の
低
下
等
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
願

い
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、（
公
社
）全
国
私
立
保

育
園
連
盟	

小
林
公
正
会
長
よ
り
全
体
を

総
括
し
た
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、ア
ピ
ー
ル
文
の
採
択
を
行
い
、満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
期
開
催
地
の（
一
社
）大
阪
市
私
立
保

育
連
盟	

近
藤
遒
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
2
0
2
0
年
度
の
開
催
地
に
つ
い

て
、候
補
地
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
古
屋

市
に
依
頼
が
な
さ
れ
、快
諾
し
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、広
島
市
よ
り
、昨
年
七
月
の
西
日

本
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に
際
し
て
、全

国
各
組
織
か
ら
の
支
援
や
激
励
に
対
し
て

の
お
礼
と
復
旧
状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、（
公
社
）北
九
州
市
私
立
保
育

園
連
盟	

岡
村
信
久
副
会
長
が
閉
会
の
挨

拶
を
行
い
、全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了

し
ま
し
た
。
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仲間
た
ち

Q
．
運
営
主
体
、
事
業
目
的
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
．
運
営
は
、北
九
州
市
か
ら
委
託
を
受
け

て
、
N
P
O
法
人『
子
ど
も
未
来
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
北
九
州
』が
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
館
の
設
立
は
平
成
13
年
11
月

16
日
で
す
。

　
●

事
業
目
的
は「
①
遊
び
を
体
験
す
る
②

子
育
て
支
援
と
交
流
の
場
を
提
供
す
る

③
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
子

育
て
情
報
を
発
信
す
る
」の
三
本
柱
に

沿
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　「
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
で
楽
し
く
遊

「
北
九
州
市
立
子
ど
も
の
館
」（
C
O
M 

C
I
T
Y 

7
F
）を
訪
ね
ま
し
た
。

　
所
長 

石
田
京
子
さ
ん
・
副
所
長 

大
野
智
恵
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

Q
．
職
員
は
何
人
い
ま
す
か
。

A
．
所
長
1
名
　
副
所
長
2
名
　
職
員
9
名

（
施
設
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
）で
す
。

　
●

他
に
子
ど
も
ホ
ー
ル
に
担
当
が
1
名
。

　
●

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
33
名（
安
心
、安
全
を

見
守
る
方（
5
時
間
パ
ー
ト
））。

　
●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
人
数
81
名
。

　
　
平
日
は
5
～
6
名
・
土
曜
日
、日
曜
日
は

10
名
～
15
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）

　
　
ま
た
、八
幡
中
央
高
校
の
学
生
の
方
が
、

掃
除
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
年
1
回

清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
●

夏
休
み
期
間
中
に
、青
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
中
高
生

ぼ
う
」を
テ
ー
マ
に
、広
い
原
っ
ぱ
に

子
ど
も
た
ち
が
集
う
空
間
を
イ
メ
ー
ジ

し
、こ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
、

達
成
感
、充
実
感
を
子
ど
も
た
ち
に
味

わ
っ
て
も
ら
う
た
め
キ
ッ
ズ
ハ
ウ
ス
や

プ
レ
ー
ル
ー
ム
な
ど
様
々
な
コ
ー
ナ
ー

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信
す
る
総
合
的

な
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
で
す
。

Q
．
施
設
の
利
用
は
い
つ
で
き
ま
す
か
。

A
．
開
館
時
間
は
10
時
～
19
時
で
定
休
日
は

不
定
休
で
す
。（
お
お
む
ね
月
2
回
）

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
も
行
っ

て
い
ま
す
。2
日
間
の
体
験
の
中
で
、

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
子
ど

も
や
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
が
思
い
を

も
っ
て
意
欲
的
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。そ
の
後
、登
録

制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、高
校
生

は
継
続
的
に
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
方
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

Q
．	

業
務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
．
子
ど
も
の
館
は
、「
ふ
し
ぎ
探
検
や
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
」な
ど
6
カ
所
の

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
●

そ
の
中
の
一
つ「
あ
そ
び
工
房
」で
は
、

工
作
の
指
導
と
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、ほ
か
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
、親
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（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟

（
公
社
）
北
九
州
市
私
立
保
育
園
連
盟

へ
ご
寄
付

　

社
会
福
祉
法
人	

栄
美
会	

栄
美
保
育

園	

廣
常
美
津
子	

様
よ
り
理
事
長
様
の

ご
逝
去
に
伴
い
、
保
育
事
業
発
展
の
た

め
ご
芳
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
一
社
）
北
九
州
市
保
育
所
連
盟

西
村
法
昭
顕
彰
会

へ
ご
寄
付

　

さ
か
え
保
育
園	

統
括
保
育
士	

夜
部	

榮
子	

様
よ
り
西
村
法
昭
顕
彰
会
受
章

に
伴
い
ご
厚
志
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
ご
主
旨
を
尊
重
し
、
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
共

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄 

付

子
が
安
心
・
安
全
に
あ
そ
ん
で
頂
け
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
● 

各
コ
ー
ナ
の
イ
ベ
ン
ト
は
職
員
が
独
自

で
考
え
て
い
ま
す
。

　
　（
無
料
工
作
…
月
3
回
、10
日
ご
と
に
内

容
を
変
え
て
い
ま
す
。有
料
工
作
…
月

1
回
実
施
し
て
い
ま
す
。）

Q
．
1
年
で
利
用
が
一
番
多
い
月
は
い
つ
で

す
か
。

A
．
夏
休
み
が
あ
る
7
月
、8
月
が
一
番
多

く
、ま
た
雨
の
日
な
ど
天
候
に
左
右
さ

れ
ま
す
。滞
在
時
間
は
3
時
間
か
ら
4

時
間
く
ら
い
が
一
番
多
い
で
す
。

Q
．
1
日
の
利
用
者
や
対
象
児
は
ど
れ
く
ら

い
い
ま
す
か
。

A
．
平
日
は
3
0
0
人
～
4
0
0
人
、休
日

は
3
0
0
0
人
～
5
0
0
0
人
で
、1

日
フ
リ
ー
パ
ス
を
利
用
す
る
方
も
多
い

で
す
。

　
●

対
象
年
齢
は
0
歳
か
ら
中
高
校
生
で
す

が
、乳
幼
児
連
れ
の
保
護
者
が
一
番
多

く
、次
は
小
学
校
低
学
年
で
す
。駅
か
ら

近
く
交
通
の
利
便
性
が
良
い
位
置
に
あ

る
こ
と
で
、年
末
年
始
の
帰
省
客
の
利

用
や
保
育
園
、幼
稚
園
、小
学
校
の
遠
足

と
し
て
の
利
用
も
多
い
で
す
。夏
休
み

に
入
る
と
祖
父
母
の
利
用
も
増
え
、土

曜
日
、日
曜
日
は
父
親
も
抱
っ
こ
ひ
も

を
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ
る
方
も
多
く
な

る
な
ど
、み
な
さ
ん
子
育
て
に
意
欲
的

で
す
。先
日
は
、演
出
家
の
野
田
秀
樹
さ

ん
も
芸
術
劇
場
の
公
演
の
空
い
た
時
間

に
立
ち
寄
ら
れ
、ご
家
族
で
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

Q
．
イ
ベ
ン
ト
で
は
ど
の
よ
う
な
利
用
が
あ

り
ま
す
か
。

A
．
北
九
州
市
主
催
の「
男
2
代
の
子
育
て

講
座
」で
は
、父
親
や
祖
父
を
対
象
に

沐
浴
の
仕
方
、オ
ム
ツ
の
替
え
方
、離
乳

食
、粥
の
固
さ
を
体
験
す
る
な
ど
、子
育

て
中
の
母
親
の
心
理
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
父
親
も
変
わ
り
、子
育
て

は
2
人
で
し
っ
か
り
育
て
る
こ
と
に
気

づ
い
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。朝
10
時
か

ら
15
時
30
分
ま
で
の
講
座
を
受
け
る

と
、北
九
州
市
よ
り「
パ
パ
シ
ェ
・
ソ
フ

リ
エ
」の
認
定
証
を
頂
け
ま
す
。（
平
成

30
年
度
は
17
名
参
加
で
し
た
。）

　
●	

J
R
黒
崎
駅
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、子

ど
も
が
制
服
を
着
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン（
実
践
）体
験
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　
●	

ま
た
、子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
の
利

用
も
多
く
、医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
な

ど
専
門
の
先
生
を
招
い
て
、栄
養
相
談
、

口
、歯
に
つ
い
て
の
お
口
の
相
談
、子
育

て
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。キ
ッ
ズ
ハ

ウ
ス
で
は
離
乳
食
も
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
、電
子
レ
ン
ジ
も
設
け
て
、と
て
も

便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー	

保
育
北
九
州
編
集
委
員
）

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
〉

　
子
育
て
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
、誰
も

が
集
い
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
の
提

供
と
、丁
寧
な
か
か
わ
り
を
行
っ
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
思
い
が
伝
わ
り
、穏
や
か

な
時
が
流
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
度
保
育
所（
園
）

職
員
総
合
研
修
大
会
に
参
加
し
て

平
成
31
年
1
月
28
日（
月
）「
平
成
30

年
度
保
育
所（
園
）職
員
総
合
研
修
大

会
」が
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
人
が
、子
ど
も
と
子
育
て
に

関
わ
り
を
持
つ
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
」と
い
う
主
題
で
、「
保
育
の
質
の
向
上
」

「
保
育
の
専
門
性
」と
は
何
か
、そ
し
て
、

「
児
童
の
最
善
の
利
益
の
尊
重
」と
い
う

私
た
ち
保
育
士
の
、何
よ
り
も
大
切
な
価

値
や
課
題
を
共
有
す
べ
く
、実
践
発
表
か

ら
始
ま
る
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
九
州
市
八
幡
西
区
岩
崎

保
育
園	

保
育
士	

石
丸
恵
美
先
生
に
よ

る「
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
し
な
や
か
に
」と

い
う
キ
ッ
ズ
ヨ
ガ
の
取
り
組
み
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
近
年
の
子
ど
も
た
ち
の
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
問
題
に
着
目
し
、園
内

で
、ヨ
ガ
経
験
の
あ
る
保
育
士
が
中
心
と

な
り
、年
長
児
一
人
一
人
の
体
力
や
運
動

能
力
に
合
わ
せ
、あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
大

切
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
、生
活
習
慣

の
変
化
や
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
が
向
上

し
た
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

「
夜
間
保
育
は
今
」で
は
、福
岡
市
の

第
2
ど
ろ
ん
こ
夜
間
保
育
園	

園
長	

天

久
薫
先
生
よ
り
、認
可
夜
間
保
育
園
の

現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
保
育
を
必

要
と
す
る
全
て
の
児
童
は
、保
育
を
等
し

く
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
、と
い
う

考
え
の
も
と
、「
一
人
一
人
の
子
ど
も
は
、

基
本
的
人
権
を
有
す
る
か
け
が
え
の
な

い
存
在
」と
い
う
、ま
さ
に
今
、私
た
ち
保

育
士
が
改
め
て
深
く
認
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
に
、正
面
か
ら
向
き

合
って
お
ら
れ
ま
し
た
。
保
育
所
は
夜
間

も
昼
間
も
質
の
良
い
保
育
を
し
て
い
く
こ

と
、行
政
は
子
ど
も
と
共
に
生
き
よ
う
と

す
る
母
親
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
、話

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、筑
後
市
の
幸
輪
保
育
園	

溝
口

さ
ゆ
り
先
生
に
よ
る「
子
ど
も
と
ス
マ
ホ
」

で
は
、子
ど
も
の
好
き
な
遊
び
が
ス
マ
ホ
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
の
多
さ
か
ら
開

始
し
た
研
究
で
、子
ど
も
に
は
ス
マ
ホ
に
よ

る
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
遊
び
の
内
容
の
変

化
が
あ
る
が
、そ
の
反
面
、保
護
者
に
と
っ

て
は
、家
事
や
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
時

間
を
作
る
た
め
の
道
具
に
な
っ
て
い
る
現

実
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、保
育
士
は
、ス
マ
ホ
に
頼
る
保

護
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大

切
に
し
な
が
ら
、子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し

め
る
遊
び
を
発
信
し
て
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
こ
と
を
、保
護
者
と
と
も
に
社

会
に
繋
げ
て
い
く
重
要
性
が
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
保
育
の
価
値
と
リ
ス

ク	

対
保
護
者・園
内
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
深
刻
事
故
予
防
」と
題
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人	

保
育
の
安
全
研
究・教
育
セ
ン
タ
ー
の

掛
札
逸
美
先
生
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
悪
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、活
動
の
価
値
に

対
す
る
疑
問
点
を
意
識
し
、リ
ス
ク
を

明
確
化
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
、そ

れ
が
、実
は
人
材
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
災
害
、食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
、睡
眠
中
、誤
食
と
誤
嚥
の
違
い
な

ど
、保
育
中
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
リ
ス

ク
を
、一
人
一
人
の
保
育
士
が
ど
う
捉
え
、

さ
ら
に
リ
ス
ク
に
対
す
る
適
切
な
判
断
を

誰
の
た
め
に
す
る
の
か
、今
や
子
ど
も
の

代
弁
者
は
親
で
は
な
く
私
た
ち
保
育
士

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。も
う
一
度
、自
園
の「
価
値
」に
つ

い
て
全
職
員
が
共
通
理
解
し
、リ
ス
ク
と

価
値
を
明
確
に
見
極
め
る
目
を
持
つ
こ
と

こ
そ
、子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
に
繋
が
る

こ
と
で
あ
り
、子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利

益
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
受
け
、掛
札
先
生
の
話
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、子
ど
も
の
最
善
の
利

益
を
考
え
行
動
し
て
き
た
こ
と
が
実
は
、

保
護
者
の
最
善
の
利
益
に
も
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
、改
め
て
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
研
修
で
の
学
び
を
活
か
し
、

日
々
の
子
ど
も
と
の
関
わ
り
の
中
で
子
ど

も
に
と
って
の
第
一
を
目
指
し
、保
育
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

光
保
育
園
　
梅
　
田
　
博
　
子

研
修
・
一
期
一
会
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支部 況近 第21回
PART3
八幡西区篇

八幡西区には37の保育
所（園）があります。支部近
況では3回に分けて各園の
様子をご紹介しています。

本園では、戸外遊びを多く取り入れ、近隣の公園への散歩
や園庭の芝生の上で遊ぶ事を楽しんでいます。又、園バスで
の園外保育も子どもたちの楽しみの一つです。
以上児は体操遊び、硬筆、器楽合奏にも取り組んでいま

す。

全天候型園庭を有し、どんな環境下でも子どもたちが園
庭で、楽しく遊べる保育園です。その成果は卒園児が昨年、
ビートたけしのスポーツ大将に出演するなど、さまざまなス
ポーツの場面で活躍しています。今年度で創立40周年を迎
えますが、まだまだイケてる保育園です。

朝のマラソンをしたり思いきり走り回ったりして遊べる広
い園庭、雨や雪の日、暑い夏の日でも体育遊びやリトミック
をして思いきりからだを動かすことのできる吹き抜けのホー
ルで笑顔いっぱい元気いっぱいの子どもたちです。

園内に入ると、木のぬくもりが感じられ、芝生の園庭では
子どもたちが元気に遊んでいます。また、園舎横の畑では、子
どもたちが苗植えや水やりをし、季節を通してさまざまな野
菜の収穫を楽しみにしています。

JR陣原駅から徒歩1分のマンションの2階にあり、園外保
育には電車などの公共交通機関を利用して出かけます。狭い
ながら園庭の隅には小さな畑もあります。地域の方々と一緒
に野菜を育て、収穫した野菜を使ってのクッキングも楽しん
でいます。

当園は、明るい園舎と自然豊かな環境に囲まれ、近くに流
れる撥川は夏になると蛍が飛来し、散歩を通して子どもたち
は季節を身体で感じています。商店街での七夕飾り出展や、
年長者の方々に伝承遊びを教えて頂いたりと、地域の方々と
共に、温かい保育を心掛けています。

年長児恒例の“味噌作り”を親子で楽しみました。大豆から
出来る豆腐、納豆、もやし等の加工食品は食卓に上がります
が、大豆が味噌に変身するということに驚き、醤油もそうな
んだと二度ビックリの年長さんです。

当園は子どもが自ら体を動かし生き生きと遊ぶ環境づ
くりに努めています。園庭には大きな砂山や穴が掘られ、
タイヤ・ダンボール等の素材も子ども達の遊びの世界を
広げています。
「あしたはもっとこうしようね！」笑顔の合言葉です。

近隣には川が流れ、鷺が飛ぶ、子ども達お気に入りのお散
歩コースがあります。木の温もりが感じられ、ほっとする園
内が自慢です。手作り玩具も豊富です。夏まつりでは、御輿を
ひいて練り歩き、地域の方との交流を楽しんでいます。

本城陸上競技場に面しており、田畑に囲まれ、春には満開
の桜の下でお花見、秋にはどんぐり拾いと恵まれた自然環
境の中で、子どもたちは元気に走りまわって遊んでいます。
菜園では、たくさんの野菜を育てて食べています。

4月1日より、民間保育所として新たに仲間入りをすること
になりました。よろしくお願いいたします。職員一同、一日も
早く保護者や子どもたちの信頼を得ることができるよう、そ
して笑顔あふれる保育所を目指していきます！

本城西保育園

当園は今年で40周年を迎えます。昨年、広くなった園庭に
なだらかな斜面を作り、芝生を植えました。芝山が青々と成
長したことで、いろいろな昆虫がやってきて虫採りをしたり、
草スキーを楽しめたりするようになりました。園庭に子ども
たちの元気な声が響いています。

塔野保育園

浅川保育園 栄美保育園

いちご保育園 陣原保育所

鳴水保育園 若竹保育園

萩原保育園 新栄ひまわり保育園

さくらんぼ保育園 穴生保育所
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編 集 後 記 — あ の 日 の オ ル ガ ン —

ノンフィクション作家・久保つぎ子 氏により刊行された「君たちは忘れな
い 疎開保育園物語（その後「あの日のオルガン 疎開保育園物語」と改題
し再刊）」が平松恵美子監督、脚本により「あの日のオルガン」と題して映画
化された。2月22日全国ロードショーの公開日に見てきた。

太平洋戦争中に東京、品川の戸越保育園の保母（保育士）達が園児
と共に、埼玉に疎開し、東京の大空襲の戦火を逃れる為に、疎開保育
園の実話の映画化である。

疎開保育園の受け入れ先の荒れ寺で、疎開をスタートさせたもの
の、食料不足や肉、魚、卵など、成長に欠かせない蛋白質はゼロに等
しく、野菜といえば、村の人の差し入れのダイコンばかりの食事が
多く、栄養失調状態、夜になると、集団生活に慣れない子どもたちの

ストレスが原因で夜尿性さわぎやらで問題は山積みである。
その中で主任保母役（戸田恵梨香）と天真爛漫な性格の新米保母

役（大原櫻子）とがぶつかり合いながら、一人前の保母として次第に
成長し打ち解けてゆき、荒れ寺に残っていた古いオルガンを弾いて
子供達と一緒に童謡を合唱するシーンは印象的であった。

豊かな時代に生まれながら、子どもたちは虐待やいじめに晒され、待機
児童問題も根本的な解決策に至らず、昭和、平成が終わろうとしている。

太平洋戦争の真っただ中、53人の子どもたちのいのちを守りぬ
いた保母がいたことを映画を通して、いのちのバトンを次世代に繋
ぐ役目を担っていることを実感した作品であった。

「
自
然
あ
ふ
れ
る
保
育
所
で
…
」

「保育北九州」編集長　西　敏 昭

雑

感

二
島
保
育
所
に
異
動
し
て
、は
や
3
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。若
松
へ
の
勤
務
は
2

回
目
で
、こ
れ
ま
で
に
何
年
も
若
戸
大
橋
を
わ

た
り
続
け
て
い
ま
す
。

二
島
保
育
所
は
平
成
25
年
の
2
月
に
建
て
替

え
ら
れ
、新
し
い
園
舎
に
な
っ
て
6
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。光
が
差
し
込
む
園
舎
に

は
毎
日
元
気
な
子
ど
も
達
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。園
庭
に
は
ビ
オ
ト
ー
プ
が
あ
り
、暖
か
い

時
期
に
な
る
と
メ
ダ
カ
が
群
れ
を
な
し
、『
メ
ダ

カ
の
学
校
』の
歌
の
よ
う
に
泳
ぐ
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。初
め
は
い
な
か
っ
た
は
ず
の
ザ
リ
ガ
ニ

も
な
ぜ
か
メ
ダ
カ
と
共
存
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
の

中
で
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。春
に
な
る
と
子

ど
も
達
が
、糸
の
先
に
イ
リ
コ
を
つ
け
、ザ
リ
ガ

ニ
釣
り
を
楽
し
む
の
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。

国
道
１
９
９
号
線
か
ら
住
宅
地
の
方
に
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
、山
手
の
方
に
上

が
っ
て
い
く
と
、田
畑
が
広
が
り
と
て
も
の
ど

か
で
す
。地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、年
長
児

は
様
々
な
農
業
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。私
自
身
の
人
生
の
中
で
も
、初
め
て
と

い
う
経
験
も
多
く
、た
け
の
こ
掘
り
、田
植
え
、

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
、稲
刈
り
、み
か
ん
狩
り
と
季

節
を
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

私
は
小
さ
い
頃
、引
っ
込
み
思
案
で
、何
を
す

る
に
も
自
信
が
な
く
、母
親
の
後
ろ
に
隠
れ
て

い
る
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。人
見
知
り
が
激

し
く
、積
極
的
で
活
発
な
友
達
の
こ
と
を
う
ら

や
ま
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。小
学
校
に
入
っ

て
も
そ
の
性
格
は
変
わ
ら
ず
、何
か
に
つ
け
自

信
が
な
い
私
で
し
た
。そ
ん
な
私
で
し
た
が
、小

さ
い
子
ど
も
の
お
世
話
を
す
る
の
は
大
好
き
で

近
所
の
0
歳
や
、2
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
を
見

る
と
可
愛
く
て
、可
愛
く
て
、仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。こ
の
こ
と
が
私
の
保
育
士
人
生

の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、も
う
一

つ
好
き
だ
っ
た
の
が
、生
き
物
の
お
世
話
。カ
ブ

ト
ム
シ
、十
姉
妹
、ハ
ム
ス
タ
ー
、金
魚
、メ
ダ
カ

と
色
々
飼
っ
て
い
ま
し
た
。大
き
く
な
っ
た
ら
、

保
母
さ
ん
か
、動
物
園
の
飼
育
係
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、小
学
校
の
卒
業
文

集
に
は「
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
」と
書
き
ま

し
た
。こ
ん
な
私
な
の
で
、こ
の
二
島
保
育
所
に

は
私
の
好
き
な
子
ど
も
達
は
も
ち
ろ
ん
、ビ
オ

ト
ー
プ
も
あ
り
、自
然
も
い
っ
ぱ
い
で
毎
日
充

実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

も
う
ず
い
ぶ
ん
前
に
な
り
ま
す
が
、私
が
就

職
し
た
年
は
ち
ょ
う
ど
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
変

わ
る
年
で
し
た
。そ
し
て
今
年
は
ま
た
、平
成

か
ら
新
し
い
年
へ
と
変
わ
る
節
目
の
年
で
す
。

新
し
く
迎
え
る
年
も
、子
ど
も
達
が
健
康
で
の

び
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
か
ら
願

い
、こ
の
大
好
き
な
保
育
所
で
子
ど
も
達
と
一

緒
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
島
保
育
所　

朝
　
井
　
由
　
紀
　
子

（5歳児の作品）

大好きな絵本から

「すてきな三にんぐみ」


